
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立八代農業高等学校 泉分校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

【校  訓】    礼節を重んず  勤労を尚ぶ  誠実に生く 

 

【教育目標】    自ら学び考え、未来を創造する魅力ある人材の育成 

 

【教育スローガン】 ＧＯ！前へ！ ～ 夢実現へチャレンジ ～ 

            

【重点目標】 

（１）教職員相互の共通理解による教育活動の活性化を推進 
（２）生徒にとって、安全で安心できる環境の学校づくり 
（３）八農（分校）教育全域を通してのキャリア教育・人権教育の推進と進路実現 
（４）特別な支援を要する生徒への全教職員共通理解による取組の推進 
（５）地域の資源や人材を最大限に活用した教育活動と教職員研修の推進 
（６）リスク管理と危機管理の徹底と諸課題の解決の推移 
（７）継続的・効果的な情報発信と生徒募集の取組の推進 
（８）グローバル人材の育成 
 
【教育方針】 
（１）地域の誇れる生徒の育成 

ア 端正な制服と礼儀正しい生徒（礼節） 
イ 目的達成に向けて努力する生徒（勤労） 
ウ 自律心を持ち誠実に行動する生徒（誠実） 
エ 命を大切にし、自他を認め、思いやりのある生徒 
オ 部活動・生徒会・学校農業クラブ・学校家庭クラブ活動に積極的に取り組む生徒 
カ ボランティアや地域行事等へ積極的に参加し地域貢献ができる生徒 

（２）地域に誇れる教職員への支援 
ア スクール・ミッション具現化のための協働の教育現場づくりの推進 
イ 「八農（分校）教育」の特色を生かした「感動教育」 
ウ 夢や希望を実現できる学習指導、進路指導及び生徒指導の構築と取組の推進 
エ ＩＣＴを活用した個別最適な学習体制の構築と取組の推進 
オ 特別な支援を要する生徒の全教職員の共通理解と情報共有に努め、保護者等や中学校、関係

機関との連携を推進 
カ 職員研修の充実を図り、教職員としての資質（専門性、指導力、人権）向上を推進 

（３）地域に誇れる学校づくり 
ア 地域社会、地域産業、地域の教育に必要とされる魅力ある教育の推進 
イ 「八農（分校）教育」の積極的な情報発信 
ウ 多様な世代や地域等との教育交流の継続と深化 
エ 積極的なボランティアや地元行事への参加による地域社会への貢献 
オ 安全・安心な差別やいじめのない学校づくり 
カ 清掃・整備の行き届いた教育環境づくり 
キ グローバル教育への取組 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）教職員相互の共通理解による教育活動の活性化を推進 
（２）生徒にとって、安全で安心できる環境の学校づくり 
（３）八農（分校）教育全域を通してのキャリア教育・人権教育の推進と進路実現 
（４）特別な支援を要する生徒への全教職員共通理解による取組の推進 
（５）地域の資源や人材を最大限に活用した教育活動と教職員研修の推進 
（６）リスク管理と危機管理の徹底と諸課題の解決の推移 
（７）継続的・効果的な情報発信と生徒募集の取組の推進 
（８）グローバル人材の育成 

 



３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

目標管理 ・教育目標及び
重点目標の共通
理解と生徒・保
護者及び地域へ
の周知 

・教職員の理
解度100％生徒
･保護者の理解
度90％以上 

・校内掲示、
職員会議、保
護者会広報誌
等での周知を
行う。HP、学
校運営協議会
等の活用の継
続。 

Ｂ 

・学校評価アンケート
では、教職員の理解度
100%（昨年度100%）、
生徒の理解度87.9%（
同92.1%）、保護者の
理解度83.9%（同95%）
であった。十分に理解
され、周知されている
が更に努めていく。 

生徒募集 ・募集定員の確

保に向けての取

組み 

・取組みの見直

し、創意工夫 
・組織的・効率
的な取組み 

・次年度入学

者20人以上を

目指し取組む 

・体験入学の

内容の工夫 

・具体的な魅

力発信方法の

工夫 
・「チーム」
による取組 

・体験入学参

加者確保 

・地域との交

流連携事業 

・中学生の保

護者・教員へ

の魅力発信 

・ＨＰの充実 

・情報発信の

創意工夫 
・担当者によ
る中学校定期
訪問 

Ａ 

・7月と10月の２回、
体験入学を実施した。
第１回の参加者は、中
学生35名・保護者29名
。第２回は中学生7名
・保護者8名。 
・中学校と顔の見える
関係性づくりのため、
全職員で42校の定期訪
問を実施した。魅力を
伝える機会とすること
ができた。 

学校への
適応指導
の強化継
続 

・生徒が自身の

目標をもって学

校生活を送り本

校において自己

実現を目指す 
 

・授業や学校

に適応できる

環境づくり 

・校内におけ

る情報の共通

理解 

・中途退学及

び転学者を減

らす対策の実

施 
・個別支援の
強化 

・生徒情報の

系統化 

・気付きと情

報の共有 

・適応できる

環境作り、個

別対応の強化

と継続 

・中学校やＳ

Ｃ、ＳＳＷと

の連携 
・保健環境部
との連携 

Ａ 

・生徒面談や家庭訪問
、保護者との連携が丁
寧に行われるとともに
、教職員間での生徒情
報の共有も日常的に行
い、支援や指導に生か
すことができた。 
・心配される生徒は、
三者面談やＳＣ面談を
継続的に実施した。ま
た、ＳＳＷ、関係福祉
機関と連携しケース会
議も実施するなど課題
解決に取り組んだ。 

魅力発信 
 

・本校の魅力や

特色を発信でき

たか 

 

・体験入学参

加者確保 

・次年度入学

者20人以上 

・アンケート

の指数が平均

90%以上 

・学校ＨＰか

らの情報発信 

・新学校パン

フレット作成 

・中学校等訪

問（行事や体

験入学案内を

含め定期的な

訪問） 

・地域や地元

小中学校との

交流のとの連

携 

・学校運営協

議会の活用 

・ＨＰの毎日

更新を目標 

Ａ 

・学校パンフレットだ
けでなく、中学校各ク
ラスでの掲示資料を作
成して定期訪問を行い
、特色ある行事の紹介
やＨＰへのアクセス、
進路学習の資料として
の活用依頼を行った。 
・泉小中学校、泉第八
小学校と交流学習を行
うことができた。専門
的な学習内容を披露、
体験してもらい、好評
を得た。 
・HPの毎日情報更新の
成果として1カ月のア
クセス数が約55,000回
(11月)の月もあった（
1日平均1,500以上） 

業務改善 ・学校行事の精

選及び整理、見

直し 

・業務内容の見

直しの推進 

・学校行事の

精選及び整理

、見直し 

・ＩＣＴ活用 

・各教職員の

・学校行事の

精選等 

・資料配布の

削減 

・ＩＣＴの活

Ｂ 

・今年度の最大行事で
あった70周年記念式典
を盛大に挙行すること
ができた。 
・行事の精選は検討を
重ねていきたい。 



・業務の負担感

軽減と効率化へ

の工夫 

意識改革 用 

・データの共

有化の推進と

整理 

・ＩＣＴの活用により
、資料のペーパーレス
化も進んでいる。 

働き方改

革 

・業務改善と教
職員の意識改革
により、さらに
本校教育の質の
向上を図る 

・業務改善に

向けた意識改

革と目標設定 

・時間外勤務

時間の昨年度

比減少を目指

す 

・出張等の削

減 
・業務の分担
の調節 

・現状と課題

確認 

・定期考査時

の定時退庁 

・校外での会

議や研修参加

の精選 

・代休、特休

の100％消化、

取得 
・年間15日の
年休取得 

Ｂ 

・12月までの累計時間
外勤務の全職員平均が
昨年度24.23時間であ
ったが、今年度は28.3
5時間となった。支援
を要する生徒、保護者
への対応や周年行事の
準備、ＩＣＴを活用し
た教材や授業準備など
、時間を要する場面が
昨年度より増加した。 
・次年度は定時退勤日
の設定を行い、心身が
リフレッシュする時間
を設けていく。 
・12月までの全職員の
年休取得平均は、14.9
日。 

 
学力  
向上 
 

学習習慣
と基礎学
力の定着 

・高校生のため
の学びの基礎診
断の活用 

・学習状況の
改善 
・確かな学力
の育成 
・個に応じた
指導の充実 

・生徒、教職
員によるＩＣ
Ｔの効果的な
活用 

Ｂ 

・ＩＣＴの活用はますま
す促進されてきている。
授業の内外はもとより、
学校の内外も問わなくな
ってきており、家庭にお
ける生徒の学習の促進に
も絶大な効果を発揮して
いる。 

新学習評
価規程の
制度の向
上 

・生徒や学校教
育のあらゆる状
況に対応 

・生徒の学習

改善につなが

るものにする 
・教師の指導
改善につなが
るものにする 

・職員会議や
職員研修の実
施 

Ａ 

・新学習評価規定のスム
ーズな運用ができた。シ
ステム上の大きな問題も
なかった。来年度も研修
を実施し、引き続きより
よい評価体制を整えてい
きたい。 

教育的ニ

ーズへの

対応 

・教育的ニーズ

への新たな対応 

・ＩＣＴを活用

した対応 
 

・スクールミ

ッションの活

用 

・学校設定科

目の見直しと

継続 
・ＩＣＴの活
用と工夫 

・外部評価と

の整合性を確

認 

・学校設定科

目とその学習

内容について

の見直しを行

う 
・ＩＣＴの具
体的活用を全
職員で取組む 

Ｂ 

・生徒、保護者、教職員、

地域を対象とした学校評

価アンケートを実施後、

年間反省、評価を実施し

た。各評価を今後に活用

する。 

・個に応じた教育や評価
の在り方について教務部
を中心に全教職員で検討
している。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路活動
支援 

・より具体的な
進路目標の確立
を目指す 

・進路個別面

談の実施 
・進路情報の
継続的な提供
による具体的
な進路先の設
定支援による
内定100％ 

・進路ＷＥＢ
資料提供、面
談等による指
導 
・キャリアサ
ポーターによ
る進路支援 
・進路室の開
放及び情報の
提供 
・進学ガイダ
ンスの活用 

Ｂ 

・学年の面談等に参加
し、より詳細な進路情
報を提供していきたい
。また生徒に対しては
、ＩＣＴ機器などを利
用した啓発も行ってい
く。 

系統的キ

ャリア教

・社会的・職業
的自立に必要な
能力の育成 

・各学年に応
じた進路ガイ
ダンス、企業

・企業等外部

機関との連携 Ｂ 
・インターンシップに
向けて早めの希望調
査、企業との打ち合わ



育の推進 見学、企業交
流、インター
ンシップ、緑
の時間、社会
人セミナー等
を実施 

（オンライン

を含む） 

・インターン

シップ、セミ

ナー等の実施 
・職安、雇用
整備協会等の
事業を積極的
に活用 

せを行い、マッチング
を確かにして充実した
ものにしていく。 
・緑の時間等を利用し
て、職業意識を高める
ための自己理解等を進
めていきたい。 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 

・校則の遵守 

・道徳及び情報

モラルの向上 
・基本的生活習
慣の定着 

・挨拶、時間

、整容、言葉

遣いを整える 
・社会規範の
習得､道徳心の
向上 

・授業や行事

、全校集会を

とおした全体

指導 
・日常の学校
生活の中で個
別指導を行う 

Ｂ 

・校則に関しては、制
服の移行期間に関して
の要望があり、アンケ
ート調査を実施し意見
を集約している。年度
内に来年度に向けた校
則について話し合う場
面を設けたい。 
・年度途中から整容確
認で違反者が増えた。
先生方の協力のもと声
掛けを行い、時間をか
けて理解を進めている
。相手が嫌がるような
言葉遣いが目立ってお
り指導を行っている。 

交通安全
教育の徹
底 

・交通安全指導の

充実 

・自転車及び原動

機付自転車の点検

実施 
・原動機付自転車
通学生の安全運転
意識の向上 
・ヘルメット着用
の啓発と周知 

・交通事故0件 

・計画的な全

体指導 

・個別指導を

適宜実施 

・毎月の自転

車及び原動機

付自転車の整

備点検の実施 
・原動機付自
転車安全講習
会の実施 

・授業や行事

、全校集会を

とおした全体

指導 
・日常の学校
生活の中で個
別指導を行う Ｂ 

・自転車は概ね交通法
規を遵守しているが、
自転車の転倒や車との
接触事故があり、さら
なる乗車マナーの指導
を行った。 
・交通安全集会では、
泉分校交通安全の日の
啓発及び意識向上への
取組みを行った。各ホ
ームルームに交通安全
ポスターの掲示等を通
して、日常的な指導を
重視した。 

自治活動

の充実 

・学校農業クラ
ブや生徒会等に
おいて、生徒が
自律的・主体的
な計画を行い、
運営する 

・年度末の生
徒アンケート
で｢学校行事が
充実していた｣
の回答70％以
上 

・目的を明確

にした学校行

事を計画する 

・自分たちの

手で、より良

い学校を築い

ていく自律的

精神を育成す

る 
・活動の振り
返りを行い、
成果を自信に
して次の活動
への活力を持
たせる 

Ｂ 

・主体的に学校行事を
運営しようという意気
込みを強く感じた。 
・生徒会役員が学校行
事で主導的な役割を果
たしていた。ただ行う
のではなく、行事の前
に目標やねらいの共通
理解を図った。 
・体育祭をコロナ禍以
前のものにすることが
でき、満足している。 

人権教
育の推
進 

人権意識
の涵養 

・さまざまな人
権課題に関心を
持ち、あらゆる
差別や偏見を許
さない態度の育
成 

・人権に配慮

した言語環境

を整える 

・人権教育Ｌ

ＨＲと人権教

育講演会の充

実 
・職員研修の
充実 

・人権に配慮

した発言の意

識高揚と職員

研修における

検証 
・人権教育推
進委員会で人
権教育の指導
方法の共通認

Ｂ 

・各学期に人権教育ＬＨ

Ｒを実施し、生徒の人権

意識の高揚を図った。 

・２学期は「部落差別」

について、職員研修と生

徒の人権ＬＨＲを合同で

学習会を実施した。 

・来年度も各学期で学年



識を図る 毎に実施するように計画
したい。 

推進体制

の確立と

研修の充

実 

・教職員の実践

的指導力の向上 

・教職員の人権

意識の醸成 
 

・職員、生徒
の学校評価ア
ンケートにお
いて、人権教
育の取り組み
が「できてい
る」の回答90
％以上 

・教職員全員

が１回以上は

校外研修へ参

加する 
・毎年１回の
人権レポート
を提出する 

Ａ 

・ほぼ全員の研修参加で

、意欲的・積極的に参加

していただける体制は整

っている。 

・人権レポート研修では
、多忙な中、全ての教職
員に提出頂き、充実した
研修ができた。 

計画的な
人権教育
の充実 

・熊本県人権教
育・啓発基本計
画を踏まえた、
泉分校の人権教
育の計画や人権
関係文書等を全
教職員へ周知す
る。 

・人権教育の
指導方法等の
在り方につい
て「人権教育
取り組みの方
向」（県教委
）の実践に取
組む 

・人権教育推

進委員会にお

ける年間指導

計画の精選 
・昨年度計画
の指導内容改
善を図り、よ
り充実した人
権教育を実践
する 

Ｂ 

・１学期  

１年 インターネットと

人権 

２年 ハラスメントと人

権 

３年 言わない・書かな

い・提出しない 

・２学期 

同和問題・ハンセン病・

水俣病をローテーション

で実施し、３年間で全て

を学習するよう計画する

。今年度は部落差別を実

施。 

・３学期 

１年 部落差別（同和問

題）   

２年 北朝鮮拉致問題 

３年 LGBT(性的マイノ

リティー) 

年間をとおして実施内容
を精選しPDCAサイクルを
確立させたい。 

命を大

切にす

る心を

育む指

導 

・自他の生命の
尊さや生きるこ
との素晴らしさ
等、生徒一人ひ
とりの自覚を全
教職員が一丸と
なって深める 

・各教科・科

目において人

権教育の視野

に立った指導

を意識し、命

を大切にする

心を育む取り

組みを行う 
・言語活動の
強化 

・協力をとお

してお互いを

尊重し合える

態度を育成す

る指導の実現

を目指して、

各教科、各科

目の連携を充

実させる 
・情報共有 

Ｂ 

・呼称調査を年度当初に

実施し職員で共有し、各

教科での授業において、

互いを尊重しあえる態度

を育成の指導に活かすこ

とができた。 
・命に関わる心に不安の
ある生徒の対応がある場
合は、人権教育主任とし
て心を育む指導ができる
ようにしたいが、情報の
共有ができないことがあ
ったので、学年や先生方
と連携して情報共有をし
ていきたい。 

いじめ
の防止
等 

いじめ問
題への取
組みの強
化 

・いじめ根絶の

取組みを充実さ

せる 

・人間関係の構

築ができるよう

にする 
・相談しやすい
環境の設定 

・教職員のい

じめに対する

認識を高める

研修を計画的

に実施 

・いじめが背

景に疑われる

重大事態認知

に努め安全・

安心な学校づ

・いじめに関

する職員研修

を実施 

・全校生徒に

対して年3回の

心のアンケー

トの実施 

・心のアンケ

ート実施後に

全員と個人面

Ｂ 

・職員研修、心のアン
ケート、全生徒との個
人面談、標語、集会の
実施はできた。 
・いじめ認知件数は７
件である。 
・未決課題は残るが様
々な人間関係のトラブ
ルに対して学年・生徒
部を中心に、心に寄り
添う指導に努めている



くりを目指す

。 

・いじめの問

題を自分の問

題及び自分た

ちの問題とし

て考えること

ができる 

・校内外の関

係機関と連携

して様々な道

徳教育や人権

尊重の啓発に

取り組む。 

・悩みを抱え

たときに相談

できる関係性

を作る 
・他者理解の
重要性や多様
なコミュニケ
ーションを学
ぶ。 

談を実施 

・心のきずな

を深める標語

を作成を実施 

・クラスごと

に心のきずな

を深める行動

計画を策定 

・教職員間で

生徒情報を日

常的に共有 

・学期始めに

教育相談期間

を設定 

・巡回指導の

実施 
・全校集会を
実施 

。 
・生徒が教職員に相談
をしやすい環境を作り
、状況に応じて定期的
な面談を実施した。 
・クラスごとに互いの
気持ちを尊重しようと
する啓発を実施してい
る。 
・文化コミュニケーシ
ョン事業を行い、他者
とのコミュニケーショ
ンについて、体験的・
実践的に学ぶことが出
来た。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

泉分校が
できる防
災型コミ
ュニティ
スクール
の整備 

・災害時に臨時
避難所を設営す
る際の教職員の
役割確認 

・避難訓練を

行う中で教職

員の役割確認 
・地域の避難
訓練等に参加 

・地域住民の

方との緊密な

協力体制の確

立 
・緊急時用の
防災用品の点
検・確認 

Ｂ 

・土砂災害避難確保計画

作成にあたり、泉支所と

の協力体制の確認を実施

した。 

・緊急時用品等は、年間
２回の賞味期限確認や点
検を実施した。 

泉町の地
域住民と
交流を図
り地域理
解に努め
る 

・泉町の行事等
に生徒及び教職
員を派遣する 

・生徒会や学
校農業クラブ
等生徒が主体
性を持って行
事に参加する
環境の醸成 

・お茶まつり
、町民文化祭
および泉まち
づくり協議会
主催のイベン
ト、ボランテ
ィア活動への
参加 

Ｂ 

・次第に多くの行事、イ
ベントが通常に戻り、生
徒への参加呼びかけをす
る場面が増えた。主体的
かつ積極的に活動する生
徒も増え、地域交流が促
進した。 

専門教
育 

専門教育
の充実 

・生徒の授業へ

の満足度 
・研究活動の成
果 

・授業満足８

０％以上 
・成果報告会
の実施 

・記録簿をと

おして達成度

の確認 
・泉町文化祭
にて研究内容
の報告 

Ｂ 

・記録簿をとおして達

成度の確認が行えた。 

・アンケートをとおし

て授業満足度は８６％

であった。 
・泉町文化祭へは７０
周年記念行事と重複し
、参加・報告できなか
った。 

学校農業

クラブ活

動の充実 

・各種大会への
積極的取組およ
び成績 
 

・各種県大会
上位入賞 

・各種競技会
代表者への指
導体制の確立
および指導期
間・時間の確
保 

Ｂ 

・各種競技会代表者へ
の指導体制の確立およ
び指導期間・時間の確
保はできていたが意見
発表と鑑定競技での入
賞はなかった。 

地域との

交流活動

の充実 

・地域との交流
活動の状況 

３年次、生徒

アンケート調

査において「

できている」

の回答８０％

以上 
 

・専門教育で
生徒が地域や
外部と連携し
た活動におい
て、計画から
実施まで主体
的な活動の実
践 

Ｂ 

・地域や外部と連携し
た活動を行う中で、計
画から実施まで生徒の
主体性がやや欠け、指
導者主体となってしま
った。 
・生徒アンケートでは
「できている」「どち
らかというとできてい



る」合わせて８０%であ
った 

特別支

援教育 

特別支援
教育の理
解 

・特別支援教育
に対する教職員
の理解や実践的
指導力の向上 

・学期毎の校

内研修の実施 
・校外研修会
への参加 

・ニーズに応

じた校内研修

の充実 
・校外研修会
への積極的な
参加呼びかけ 

Ｂ 

・校外研修の呼びかけ
は適宜できたが、具体
的な内容の説明などを
行い、参加者が増える
ようにしていきたい。 
・校内研修については
、進路面の研修を来年
度実施していきたい。 

支援体制
の確立 

・支援が必要な
生徒に関する教
職員間の共通理
解と個々に応じ
た柔軟な支援 

・支援が必要

な生徒に関す

る情報の整理 

・特別支援教

育推進委員会

を中心とした

支援体制の確

立 

・ケース会議

の実施 
・巡回相談の
活用 

・全教職員に

よる情報の共

有 

・個別の教育

支援計画・指

導計画を活用

した支援の方

向性の確認 
・コーディネ
ーターによる
ケース会議の
企画・実施 

Ｂ 

・ケース会議について
は適宜実施できた。進
路指導と連携した会議
を今後充実させたい。 
・情報共有については
不十分なところもあり
、普段の職員室での会
話や朝会の連絡などを
利用して早めの対応を
していきたい。 

環境教
育 

 

教育環境

の整備及

び省エネ

意識の向

上 
 

・日常点検と整

備の徹底 
・省エネに対す
る意識の高揚 

・教職員、生

徒、保護者の

「掃除や整理

整頓ができて

いる」の回答

８０％以上 
・学校全体の
電気使用量を
前年度比０．
５％削減 

・校内美化活

動の推進 

・落ち着いた

学校環境の維

持 

・定期的な整

備、点検の実

施 
・定期的に電
気使用量を提
示し、保健委
員を中心にク
ラスへの呼び
かけを行う 

Ｂ 

・教職員、生徒、保護者

への学校評価アンケート

で「掃除や整理整頓がで

きている」に対する回答

は「当てはまる」、「よく

当てはまる」の合算値は

、全ての対象において８

０％以上であった。 

・毎学期実施する安全点

検を元に、施設・設備の

改修を計画的に実施する

ことができた。 

・学校全体の電気使用量
は前年度比１％増加とな
った。本年度は８～１０
月の平均気温が高くなっ
たことが増加の要因と考
えられる。 

保健管

理 

心身の健

康の保持

増進 

・健康診断後の

受診率の向上 
・ＳＣと連携し
た健康相談活動
の充実 

・歯科受診率

６０％以上 

・眼科受診率7

０％以上 
・ＳＣの定期
的なカウンセ
リングの実施 

・未受診者に

対する定期的

な個別指導の

実施 

・月１回以上

のＳＣによる

カウンセリン

グの実施 
・保護者や教
職員にSC活用
を促す 

Ｂ 

・歯科受診率は１月末時

点で５０％眼科受診率は

３３％であった 

・月に１回以上のカウン
セリングを実施。生徒３
５件、保護者２件、教職
員５件のＳＣ相談利用あ
り。情報共有も迅速に行
った。 

 
 
 
 
 
 


